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研 究 内 容 ①　薬剤による骨折治癒促進効果の究明
②　骨粗鬆症に対する新規治療法の開発
③　ビタミンD含有食品の骨粗鬆症治療への有効性の解明
④　骨粗鬆症治療における運動療法＋薬物療法の相乗効果の解明
⑤　骨粗鬆症治療薬の骨強度に対する効果の検討
⑥　骨粗鬆症治療薬の骨微細構造への影響
⑦　腎不全に合併した2次性骨粗鬆症治療薬の検討
⑧　電気刺激による骨折治療効果の検討

実験動物における骨折モデル、骨粗鬆症モデル、糖尿病モデルの作成は確立している。これらのモ
デルを使って基礎実験から臨床まで幅広く研究をおこなっている。
④の実験結果の1例を示す。下図はラット骨粗鬆症モ
デルに骨粗鬆症治療薬（ZA）と運動療法を実施した
大腿骨マイクロCT画像である。この結果から運動療
法は骨粗鬆症治療に不可欠であることが言える。A：
シャム、B:コントロール、C:ゾレドロン酸（ZA）、D:
トレッドミル（T）、E:ZA+T
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